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 [要約] ひの どんぐりクラブは，東京都日野市を中心に，授業内外での環境や自然をテーマにした体

験学習などをサポートするボランティア団体である。現在17種類の環境学習支援メニューを公開し，

日野市やその周辺の小中学校，高等学校，日野市教育委員会，日野市環境情報センターと連携し，多

摩川中流域の河川や用水，公園等のフィールドでの体験的活動（魚類や水棲昆虫，河原の陸棲昆虫，

植物の調査等）や，そこで採取した自然素材を利用した工作等の支援を行う他，教員・企業向けの環

境講座等を行っている。平成 22 年度の学校支援回数は約60 回，対象児童数は延べ約4,800 名であり,

日野市の環境教育における貢献度は非常に高い。本研究では，同団体の活動を紹介するとともに，今後の

課題について検討を行う。 
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１ はじめに 

 多摩川中流域の里川の自然をより豊かなものとす

るためには、未来を引き継ぐ子どもたちが、川やそ

の周辺に生きる生物を愛し、人と自然のよりよい関

係を考える心情を育む必要がある。そのためには自

然の中で生き物と触れあう等の実体験が不可欠であ

ることは言うまでもない。また，情報機器の普及に

より五感のうちの視覚と聴覚が肥大化する生活の中

で，触覚や嗅覚，味覚を使った体験が不足しており，

それらの感覚を活用した自然体験がますます重視さ

れている。しかし，自然体験活動に取り組む際には，

指導者は常に安全性の確保や，自然生態系の保全に

対する配慮が必要であり，「引率のための人員確保

の困難さ」，「指導者の知識・経験不足」等の理由

からハードルが高くなっているケースが多い。その

点に関し，環境教育指導資料［小学校編］（2007）

では，指導上の留意点として，家庭や地域社会等と

の連携をあげ，「学校と家庭，地域社会とが一体と

なった活動を行うことが大切である」と述べている。 

 

２ 「ひの どんぐりクラブ」について 

 日野市は，都心から約 35 km 西に位置し，市の北

東の境界線に多摩川が，ほぼ中央に浅川が流れ，河

川に沿った低地をはさんで多摩丘陵と日野台地が存

在するという，変化に富んだ地形を有する。また，

「日野の自然を守る会」をはじめとする多くの環境

市民団体が精力的に活動する，環境分野での先進地

域として知られている。「ひの どんぐりクラブ」は，

2006 年に開かれた日野市環境学習リーダー養成講座

の修了生と日野市環境情報センターの関係者，自然

保護団体の会員が中心となり，子どもたちが環境に

ついてより体験的・実践的に学び，理解を深められ

るよう，市民の立場から支援することを目的として

2007 年に会として発足した。その後，日野市民や近

隣大学の学生・教員などが入会し，現在の会員数は，

約 20名である。 

 同団体は日野市環境情報センター（行政と市民，

事業所，学校教育関係者との協働により運営され，

環境に関わる情報の収集・整理・分析・発信，環境

講座の開催，児童の環境学習支援，環境問題の相談，

市民環境団体の活動支援，施設の提供，大学や諸団

体との連携，公共事業の環境への影響評価などを行

う http://www1.hinocatv.ne.jp/kankyo/）や日野

市やその周辺の小中学校，高等学校，日野市教育委

員会と連携して活動を行っている（図１）。支援の

要請は環境情報センターを通じて行われるが，メー

リングリスト， FAX を活用するなど連絡調整は非常

にスムースに行われている。 



 

 

 

図１ ひの どんぐりクラブと他の組織との関係 

 

３ 活動内容 

１）地域の子どもたちへの環境学習や野外授業の支

援 

 市内の小中学校の総合学習，生活科における出張

授業や子ども会，保護者団体，科学クラブの活動支

援を行い，現在は年間延べ数千人の児童を対象とし

ている（表１）。2009 年度の具体的な活動を末尾に

参考資料として添付した。支援内容は，先方からの

要望に添って柔軟に応じているが，団体として支援

メニューをまとめた小冊子を市内17の各小学校に配

布，また，団体の Web サイト（後述）で公開し，依

頼しやすい環境を整えている。現在公開しているメ

ニューは次の 17 個である。 

1． たんぽぽのふしぎ 

2． ガサガサ「水生生物の観察」 

3． 虫とともだちになろう 

4． 帰化植物 

5． 野鳥の観察 

6． 葉っぱのスタンプ 

7． バッタ捕り 

8． クモの観察 

9． ヤジロベエの工作 

表１ 

年 度 活動実績 

2007 会の発足。学校支援 25 回（対象児童延べ 1,650 名） 

2008 学校支援 52 回（対象児童延べ 4,214 名）。会則への制定。 

2009 

学校支援71回（対象児童延べ5,843名）、日野市教員向け講

演会「たのしい環境学習のすすめ」他 

2010 

同上（11 月 29 日時点での支援回数 50 回，対象児童延べ

3,288 名） 

10．落ち葉を使って工作 

11．まつぼっくりツリー 

12．冬芽の観察 

13．葉っぱ・花のビンゴ 

14．春のビンゴ 

15．木や枝の工作 

16．アイスバーの竹とんぼ 

17．日野の生きものの上映 

②ガサガサ「水生生物の観察」のメニュー内容を図

２に示した。 

図２ 支援メニュー ガサガサ「水生生物の観察」 

 

 各メニューには，①子どもたちに伝えたいこと，

②実施時期，③実施場所，④対象学年，⑤関連教科，

⑥時間数，⑦事前準備，⑧当日の準備（材料・道具

等），⑨当日の流れ，⑩備考，の項目が用意され，

支援を受ける側の準備や，事前・事後指導を行い易

い内容となっている。今後，草木染め，天気図作り，

立体地図作り，立体凧作り，リース作り，などのメ

ニューを順次公開する予定である。団体では，これ



 

 

らのメニューを団体の支援活動のためだけでなく，

広く日野市内外での自然体験学習の参考になること

を希望している。支援活動では，依頼者との事前の

打ち合わせ，フィールドの下見，材料・器具の確保，

学校からフィールドまでの移動時・活動時の子ども

の安全確保，児童への講話・作業の補助等を，メニ

ューの特性，会員の得意分野にあわせて行っている。

同団体は，単独で支援を行うだけでなく，中央大学，

東京学芸大学，明星大学などの近隣の大学や専門家，

東京都市町村会，他の環境市民団体と合同での活動

も行っている（図１）。 

 

２）教員，保育士を対象とした研修 

 日野市環境共生部環境保全課からの要請を受け，

日野市の小中学校教員，幼稚園教諭・保育士を対象

とした研修を年に 1〜2 回行っている。昨年度は「ネ

イチャーゲームの紹介と体験」のタイトルで，日本

ネイチャーゲーム協会インストラクター・相模原市

立二本松小学校長 井上 満氏を講師とした研修と，

「日本電子株式会社の理科支援活動の紹介」のタイ

トルで，日本電子株式会社 技術顧問 近藤俊三氏を

講師として，電子顕微鏡を使った理科授業の紹介，

授業外での活用法についての研修を行った。研修の

広報は日野市教育委員会を通じて行っている。 

 

３）Web サイト「日野市環境学習サポートクラブ 

ひのどんぐりクラブ」の運営 

（http://www.hino-donguri.com/） 

 本団体は本年度，財団法人とうきゅう環境浄化財

団より「2010 年度 多摩川およびその流域の環境浄

化に関する調査・試験研究助成金」の交付金を「多

摩川中流域の自然を活用した自然体験学習の支援な

らびにその教材づくり」のテーマで受けてＷｅｂサ

イトを立ち上げ，環境学習支援メニューや活動の成

果を広報するとともに，本団体の会員が長年撮り貯

めてきた多摩川中流域に生息する生き物の高品質な

映像を活用したデジタル生き物図鑑「生きもの図鑑」

ならびに「日野の自然映像」を制作した。これは，

教員・指導者に対する研修，自然体験活動の際の事

前・事後学習，ならびに野外での活動の支援とする

ことを目的としたものである。また，ガサガサ体験

（河川における水生生物の観察）を中心に服装や持

ち物など，野外活動における安全面の注意や，活動

の方法を新たに整理し「準備と注意」として公開し

た。さらに，質問コーナーも設け，親子で行う自然

体験活動へのアドバイスなども行っている。 

 

３ 活動の成果と今後の課題 

 本団体の活動は年々知名度を増し，授業支援では

公開授業や研究授業として行われることもあり，支

援を行ったクラスだけでなく，参観した他の学校の

教員や，保護者への啓蒙活動としての機能も果たし

ており，日野市の環境教育における貢献度は非常に

大きいと考えられる。今年度本団体の支援を受けた

教員にアンケート調査を行い，34 の支援活動につい

て回答を得た。以下，アンケートの回答結果を中心

に，本団体の活動の成果と今後の課題を検討する。 

 アンケートでは，支援内容，支援を受けるに当た

って取り組んだ準備・事前指導，事後指導・後始末，

良かった点，困った点・要望，Web サイト「ひのど

んぐりクラブ」の活用，について質問した。 

 アンケートは好意的なものがほとんどであり，良

かった点に関しては 

・ 今まで児童が関心の無かった，もしくは嫌悪感を

示していた生き物（クモや昆虫）に親しみを持て

るようになった。 

・ 生き物の名前や生態について詳しい指導があっ

た。 

・ 支援者の人数が多く，安全に活動できた，きめ細

やかな指導を受けられた。 

・ 準備や材料集めを負担してもらえて，助かった。 

等の回答が複数みられた。 

 困った点・要望に関しては， 

・ 支援者の数がもっと欲しい。 

・ 生き物が期待したほど見られなかった。 

・ 時間調整が難しく，活動の時間が十分とれなかっ

た。 

・ 学校ごとにどのような活動が出来るか示して欲

しい。 

等があった。今後，学校側にも野外活動に対する理

解を求め，協議を深めるとともに，会員の増員，支

援メニューの検討を行ってゆく必要がある。 



 

 

 団体の Web サイトに関しては，「まだ見ていませ

ん」という回答もあったものの，「生き物の映像を

支援活動の事前・事後指導，またはその他の授業で

活用した」「動画があるのが良い」「生き物の生態

まで調べられるのが良かった」「指導者の心得も分

かって参考になる」「支援メニューを参考に自分で 

授業を行いたい」「活動紹介が次の活動のヒントに 

なる」「連絡を取るのに便利」等の有効性を示す回

答が得られた。今後さらに内容を充実し，より有効

性の高い Web サイトを目指す予定である。 
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